
様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
令和３年度 第２回相模原市スポーツ推進審議会 

事務局 

（担当課） 
市民局 スポーツ推進課 

開催日時 令和４年３月２８日（月） 午後３時００分～午後４時３０分 

開催場所 
相模原市役所 第２別館３階 第３委員会室 

 ※ ＷＥＢ会議の併催方式によるオンライン参加もあり 

出 

席 

者 

委 員  ８人（別紙のとおり） 

その他   

事務局  ８人（スポーツ・文化担当部長 他７人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部
不可の場合は、
その理由 

  

会議次第 

１ あいさつ 

 

２ 議 題 

 

令和４年度相模原市スポーツ団体事業費補助金の交付について 

 

 ３ 報告事項 

 

（１）令和４年度相模原市スポーツ事業の予算概要等について 

 

（２）ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージの開催について 

 

（３）ねんりんピックかながわ２０２２の開催について 

 

４ その他 
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審  議  経  過 

 

主な内容は次のとおり（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ あいさつ 

開会に先立ち、スポーツ・文化担当部長からあいさつを行った。 

 

２ 会長の決定 

  書面開催が続き、前会長の任期満了から会長が不在となっていた。 

 新会長候補については事務局一任となったため、事務局からは安井委員を推薦

し、出席者全員異議なしとのことで安井委員を新会長として決定した。 

 

３ 議題 

令和４年度相模原市スポーツ団体事業費補助金の交付について 

事務局の説明後、令和４年度相模原市スポーツ団体事業費補助金の交付について

諮問を行った。委員からの異議等は無く、相模原市へ答申することが承認された。 

 

４ 報告事項 

（１）令和４年度相模原市スポーツ事業の予算概要等について 

  事務局が説明後、次のとおり質疑応答を行った。 

 

○ 「障害者スポーツ等活動支援事業」について、令和４年度の全国大会は栃木県で開

催されるため、派遣選手の増加により予算の増額があるとの説明だが、選手数は具体

的にどれくらい増えたか。 

● 令和３年度の三重大会は、実際には新型コロナウイルス感染症の影響により中止と

なったが、１９名の選手を派遣予定として予算を計上していた。令和４年度の栃木大

会では、２７名の選手派遣を予定している。 

 

○ 障害者スポーツ整備事業について車いすテニスのために場所を整備するものか。 
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● 小倉テニスコートのうち２面をハードコート、３面を人工芝のコートに改修。車い

すテニスにとってはハードコートが動きやすいため、その整備を行うものである。 

 

（２）ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージの開催について 

  事務局が説明を行い、特に意見等はなかった。 

 

（３）ねんりんピックかながわ２０２２の開催について 

  事務局が説明を行い、特に意見等はなかった。 

 

５ その他 

  議題及び報告をした後、次のとおり委員から意見等があった。 

○ 地域スポーツ活動費（社会体育団体等補助金）について、旧津久井４町のうち２町

の予算がついていないが、大会が隔年実施となると、非常に残念である。 

● 令和４年度については津久井湖駅伝競走大会、相模湖駅伝競走大会と相模湖レガッ

タを実施予定で、令和５年度については宮ヶ瀬湖マラソン大会とふじのやまなみクロ

スカントリー駅伝競走大会について予算確保の措置をとる予定である。 

 令和元年度の台風や新型コロナウイルスの影響でここ数年開催できておらず、大会

運営ノウハウが消えてしまう懸念もあるため、歴史ある大会を継続して行えるよう、

本格的な見直しがいずれ必要と考えているが、当面は、持続可能な在り方として隔年

開催という形式をとった。 

  

〇 隔年開催だと、学生の場合はタイミングが合わず卒業してしまう場合もある。毎年開

催の相模原駅伝は地区によっては遠くて参加が難しいため、どうにか工夫して広く参

加できるようになるとよい。 

  ● 交通規制に係る警察との協議が困難である場合もあるが、地域のスポーツ振

興のため重要なイベントと考えているため、いただいた意見を踏まえて検討し

ていきたい。 
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○ ねんりんピックかながわ２０２２は非常に大きなイベントで、全国の指定都市及び

都道府県がそれぞれ選手団を結成しており、相模原市だけでも毎年 100 名規模の選手

を大会に派遣している。委員の方々には、大規模なイベントであるということをぜひ

知っていただきたいと思う。 

● 本市選手団について、例年より多く 300 名の選手団を編成予定。神奈川県全体では、

選手以外にも関係者や一般客等などすべて合わせて約 60 万人が参加する見込みであ

る。その中で本市は水泳会場のある横山公園でのイベントを検討しており、多くの方

に楽しんでいただけるイベントにしたい。 

 

以 上   
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相模原市スポーツ推進審議会出欠席名簿 

 氏   名 所 属 等 備考 出欠席 

１ 安井 年文 学識経験者（青山学院大学教授） 会長※ 出席 

２ 鈴木 秀知 学識経験者（桜美林大学教授）  欠席 

３ 齋藤 仁美 学識経験者（トップアスリート）  
出席 

（ＯＬ） 

４ 牛田 憲子 公募市民  欠席 

５ 神藤 昭嘉 公募市民  出席 

６ 西岡 直子 （一社）相模原市医師会  欠席 

７ 三塚 康雄 （公財）相模原市スポーツ協会  出席 

８ 小畑 弘文 相模原市立小・中学校長会 代表者会  欠席 

９ 佐々木 新悟 相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会  出席 

１０ 大山 孝 相模原市スポーツ推進委員連絡協議会 副会長 出席 

１１ 長澤 敬子 相模原市公民館連絡協議会  欠席 

１２ 小出 庄作 （特非）相模原市障害児者福祉団体連絡協議会  出席 

１３ 渡辺 賢介 
総合型地域スポーツクラブ（（特非）スポーツレ

クリエーションコミュニティー） 
 

出席 

（ＯＬ） 

１４ 高佐 華子 ホームタウンチーム（ＳＣ相模原）  欠席 

※ 本審議会で決定 

別紙 


